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（東女医大誌 第32巻 第11号頁462－469 ・昭和37年11月）

〔原 著〕

小学校児童の体位と栄養との相関

東京女子医科大学衛生学教室（主任 吉岡博人教授）

     常  田  秀  子
     トキ    タ     ヒデ    コ

（受付 昭和37年8月27日）

          緒  言

 近年学童の体位が著しく向上していることは誰

もがみとめるところである．体位に影響する内部

因子，外部因子は数多いことと思う．その数多い

因子の中から，三者は前回において気温ならびに

都市化度をとり上げ，これら2因子と学徒の体位

との相関をみた結果，概して気温の低い地：方，ま

た都市化の進んだ地方が体位の大きいことがわか

った．

 このように都市化度の高い地方がよりよい体位

にあるということには多分に栄養が関係している

のではないかと思われる．学徒の体位と栄養とに

ついては平田1），近藤・加藤2），山田・東郷3），河

合・渋谷・山田・東郷4），大中5），木倹6），古武・

武田・生馬7），新田8）および杉本9）らが研究してお

り，両者の間に関係のあることを認めている．し

かしこれらはある地域，ある地方を対象にした詳

細な研究であり，・全国をとりあつかったものは見

られない．そこで著者は学童の体位と栄養との間

にいかなる関係があるか，全国にわたって考察を

試みた．

        資料および方法

 資 料

 文部省：昭和33年度：学校衛生統計報告書

 農林省：昭和33年度農民栄養調査報告

 ＝方 法

 学童の体位としては「学校衛生統計報告書」中の小学

校児童の学校給食実施・不実施別身長・体重・胸囲・

座高の平均値より， 各都道府県の町村部における給食

不実施校の小学校1年～6年男子の身長，体重， 胸囲

の値を得，また栄養に関しては，「農民栄養調査報告」

記載の1人1日当り都道府県別食晶群別消費数量より

穀類，いも類，豆類，緑黄色野菜，その他の野菜およ

びつけ物，：果実類，海草および乾物類，魚介類，肉垂

乳類，加工食品類，調味料，嗜好品類，植物性食品，

動物性食品および総食品の各値を， さらに1人1日当

り都道府県別栄養素別摂取栄養量よりカロリー， 植物

性蛋白質，動物性蛋白質，全蛋白質，脂質，カルシウ

ム，食塩，ビタミンA・B、・B，およびCの各値を

得，これらの値にもとづき，学年別にそれぞれの体位

と各食品群， 動・植物性別食品および総食品の消費数

量ならびに摂取栄養量との都道府県別順位相関を算出

した．計算法はSpearman’s rank correlationio）によ

り，順位は体位，食品消費数量，摂取栄養量ともすべ

て値の大きい方を1位とし， 1位から46位までこれを

定めた（ただし同値のものはその平均の位をとった）．

 なお， ここで各府県全体の値ではなく町村部学校の

値を用い，農民栄養調査報告を用いたのは，国民栄養

調査の都道府県別の値が得られなかったためであり，ま

た給食不実施校をとり上げたのは， この研究が学童の

体位とかれらの日常生活における栄養との関係をみる

ためのものであるから，給食の影響を受けていない

方が適当と考えたためである． 農民栄養調査は農家

経済調査の一環として昭和26年以来実施されているも
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ので， 調査農家は農区別・都道府県別の層別調査によ

って抽出される． したがって都道府県の確たる実態は

示されないまでも， ある程度の傾向は知ることができ

ると思う．

         結  果

 各体位と食品群，動・植物性別食品ならびに総

食品の消費数量との相関，および各体位と摂取栄

養量との相関を計算し，それぞれ表1，表」に示

すような結果を得た．

 A．身長について

 1．身長と食品群消費数量との相関

 身長と食品群との関係をみると，表1に示され

るように12の食品群のうち6群が身長と有意の相

関にあらわれた．有意の順相関は肉卵乳類，嗜好

品類に，有意の逆相関はいも類，豆類，調味料に

みられる．

 1）身長が肉卵乳類と有意の順相関を示すのは．

4学年（γ＝0．304），および6学年（γ＝0．339）

であり，高学年になって有意性がみられる．

 2）身長と嗜好品類との相関は1年から6年ま

で全学年を通じて有意であり，相関値も最高4学

年の0．556より最低3学年の0．355と比較的高い

値を示す．

 3）身長といも類との間に有意の逆相関がみ・

られるのは1，3，4および6学年であり，椙

関値は最高が6学年の一〇．365，最低が3学年の

一〇．336でそれほど大きくない．

 4）身長と豆類に関しては1，2，4および5

年の各学年が有意の逆相関を示す．相関値の最：高

および最低はそれぞれ2学年の一〇．386，1学：年

の一〇．310である． なお豆腐，納豆などは表皿に

示すように加工食品類に含まれ，豆類からは除か
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表1 小学校児童の体位と食晶群消費数：量との府県別順位相関

   （町村部無給日記．男子） （1日1人当り消費数：量）
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表9、小学校婦童璽体倖と力罫リーおよび栄養摂取量との府県別順位相関

   （町村部無給食校，男子）  （1日1人当り摂取量）’、 昭 33

：凝・…＿ 蛋白質

身

長

体

重

胸
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1 1 一． 040 1 一一． 146

2 1 一． 033 1 一． 209

3 1 ．009 1 一． 132
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5 1 ．032 1 一． 114
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1〔劃：ll1

1

2

3

4

5

6

．279 244

．489

D504

D364

D592

T33
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r口はp＜0．05で有意の相関

れている．

 5）身長と調味料とは2，3および5學年に

おいて有意の逆相関を示し，相関値はそれぞれ

一〇．377，一e．333，一〇，376である．

 ff．身長と動・植物性別食品および総食品消費

数量との相関

 12の食品群を動物性食品と植物性食品の2群に

総合し，さらにこれら2群を1つにまとめて総食

品と．すると，身長と有意の相関を示すのは動物性

食品のみであり，植物性食晶総食品は有意にあ

らわれなかった．

 身長と動物性食品との相関は最高学年．6年にお

いて有意であり，．相関値0．302の順相関である．

 皿・・身長と摂取栄養量との相関

 表’9にみられるように身長と摂取栄養量との間

には有意の順相関はまったくなぐi．また有意の逆

相関を示したのも食塩のみであった．身長と食塩

との有意の逆相関は2，3および5年の各学年

においてみられ，相関値はそれぞれ一〇．334，

一〇． 326，一〇． 375で大きくはない．

 以上各種の相関からみて身長は嗜好品類，高学

年にいたっては回流乳類すなわち動物性食品の多

い地方に大きく，いも類，豆類および調味料一食

同一を多く消費する地方に小さい傾向があるとい

える．

 B．体重について

 1．体重と食品群消費数量との相関

 体重と食品群との関係では表1のごとく，有意

の順相関は穀類，魚介類との問に，有意の逆相関

はいも類，調味料との間に示された．

 1）体重と穀類とにおいては1学年を除いて2

～6学年に有意の順相関がみられる．相関値の最

一4緬4一
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表皿・．食品群の内釈‘

食品群 内 訳

穀 類
う．るち白米・もち白米・精大麦・精はだか麦1・小麦粉
めん類（かんめん・そうめん）・パソ
その他の穀類（そば・ひえ；あわ・ぎび・とう．もろこし）

い ．も 類． 甘藷・馬鈴薯

豆
                                                                                倒大豆・桓・．そ・伽豆類（・んど・・そらまめ…げ・・ささ瀦花生）

その他の野
菜およびつ
け美

きゆうり・なす・その他の果菜類（しろうり・未成熟そらまあ・さやいんげん・さや
えんどう）
白菜・きゃべつ・ねぎ．・たまねぎ・その他の彙菜類
大根・ごぼう・さといも。その他の根菜類（れんこん・かぶら・．たけのこ）
たくあん漬・その他の漬物（みそづけ・ならづけ）・キノコ類

靴師剥 とまと・かぼちゃ・ほうれん草・こまつ菜・き『よう菜。たか菜・に．んじん

鶉および旨趣馨蝉搬ご、f．凍鵡●かんびょう．干大根．その他の齢および励

魚 介 類

肉卵乳類

鮮魚類（さば・いわし・にしん・さんま・いか……）
塩魚介類（塩ざけ・蟷ます・たらの子……）
干魚介類（するめ・干にしん・かずのこ・かつを節・にぼし……）
ちくわ・かまぼこ・かんづめ魚介類
つくだ煮類（こんぶ・あみ。あさり。たら……）
獣肉類（牛・豚・馬）
鶏卵およ．び鳥肉・鯨肉
牛乳・山羊乳・粉乳，バター・ラード・牛脂・マーガリン

加工食釧豆腐・暢・こん・や・・な・と・…他・調勧工食品類（はんぺ・・た・・そ）

調味料｛鞭・囎・し・う油喰用油

嗜好品剰醜・しょ・ちゆ・…他・醐（ピー・・一）瀧舗・茶・軒類

果実劃・か…んご・梨・柿・桃・びわ・………

農林省（農民栄養調査報告）

高は6学年の0．406，最低は3学年の0．339であ

り，高学年になるほど相関が大きくなる傾向があ

、る．

 2）体重と魚介類との相関は3～6学年におい

て有意であり，相関値の最高および最低はそれぞ

れ4学年のO． 422，3学年の0．317である．

 3）体重といも類との間に有意の逆相関がみ．と

められるのは3～6学年で，相関値の最高は4学

年の一〇，409，最低は5学年の一〇．376である．

 4）体重と調味料とは3学年ならびに5学年に

おいて有意の逆相関を示す．1相関値はそれぞれ

一〇．327，一〇．324である．

 準 体重と動・樟物性別食品および総食品六六

数量：とρ相開 ．．、．

．．
O重と動物性食品と：②間に有意の逆相子がみら

れたほか，植物性食晶∫．総食晶は体重と有意の相

関を示さなかった．

体重が動物性食品と有意性を示すのは4学年に

おいてであり，相関値は0．342である．

 皿．．体重と摂取栄養量との相関

 体重と摂取栄養量との関係では表1に示すよう

にカロリー，動物性蛋白質，全蛋白質およびビタ

ミンB2の4群が有意の順相関にあらわれた．有意

の逆相関を示すものは斑〕・

 1）体重とカロリーとにおいて有意の順相関が

みられたのは5年および6年の高学年であり・相

関慎嫡テ範それ0．3i9，．Gβ3♀である．

 2）体重と動物性蛋白質とが有意の順相関を示

すのは婆．，．．5および・．6年の高学年であり・相関値

嬬それぞれ．o・40Q，∫．O・37ち ． o・3Qg tlある・．．lt．

 3）体重と全蛋白質との相関曝動物性蛋白質ρ

場合と似てお喰，、．4iみ5および§学年におやrて有

一465一
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意である．相関値もそれぞれ0．403，0．387およ

び0．405で似ている．

 4）体重とビタミンB2との相関は4学年にお

いて有意であり，相関値0．330の順相関である．

 以上のごとく，表1と表πを照合してみると，

町村部給食不実三校児童の体重は，いも類による

カロリーではなく，穀類によるカロリー摂取量の

多い府県に，また主として魚介類による動物性蛋

白質摂取量の多い府県に大きく，いも類調味料を

多く消費する府県に小さい傾向があるといえる。

 C。胸囲について

 1．胸囲と食品群消費数量との相関

 食品群の中では穀類，豆類，緑黄色野菜，海草

および乾物類魚介類の5群が胸囲と有意の相関

を示した．これらはいずれも順相関であり，逆相

関はまったくみられない．

 1）胸囲と穀類との間に有意の順相関がみられ

るのは2，3，5および6年の各学年である．相

関値の最高は5学年の0．489，最低は2学年の

O．399で比較的大きく，概して学年がすすむにつ

れて大きくなる．

 2）胸囲と豆類との相関は3，4および5学年

において有意性を示し，相関値はそれぞれ0．373，

0．415およびO．371である．

 3）胸囲と緑黄色野菜とは2，4および5学年

において有意の順相関を示す．相関値はそれぞれ

0，319，0．336および0．301で大きくはない．

 4）胸囲と海草および乾物類との間に有意の相

関がみとめられるのは2学年においてのみであ

り，相関値も0．317で小さい．

 5）胸囲と魚介類との相関は5年および6年の

高学年において有意であり，相関値はそれぞれ

0．305， 0．322である．  ［

 ∬．胸囲と動・植物性別食品および総食品消費

数量との相関

 胸囲と有意の相関がみられたのは総食品であ

り，動物性食品，植物性食品はともに胸囲との相

関で有意性を示さなかった．…

 胸囲と総食品との有意の相関は2，．5および6

年の各学年にみられる．相関値はそれぞれ0．322，

O． 333および0．360でプラスの順相関である．

 皿．‘胸囲と摂取栄養量との相関．

』胸囲との相関において有意にあらわれたのはカ

ロリー，植物性蛋白質，全蛋白質，脂質およびビ

タミンA・B1・B2であった．これらはすべて順相

関であり，体重の場合と同様，胸囲と逆相関を示

す栄養素はみられなかった．

 1）胸囲とカロリーとの相関は1学年を除く2

～6年の各学年において有意である．相関植の最

高は5学年の0．592，最低は4学年の0．362で概

して高い値を示す．

 2）胸囲と植物性蛋白質とにおいても2～6年

の各学年が有意の順相関を示している．相関値の

最高および最低はそれぞれ5学年のO． 532，4学

年の0．362で此較的高い．

 3） 胸囲と全蛋白質との相関は1～6年の全学

年にわたって有意である．相関は高学年になるに

つれて大きくなる傾向があり，最高は5学年の

0．575，最低は1学年の0．328に示される．

 4）胸囲と脂質とが有意の順相関を示すのは

3， 5および6学年においてであり，それぞれ

0．333，0．388および0．401の相関値をとる．

 5） 胸囲がビタミンAと有意の順相関にあるの

は2，4および5学年である．相関値はそれぞれ

0．305， 0．318および0．302でいずれも小さい．

 6）胸囲とビタミンB1との相関は2～6年の

各学年において有意である．相関値の最高およUl

最低はそれぞれ5学年の0．457，4学年の0．324

であり此面的大きY’・

 7）胸囲とビタミシB2とに関してもビタミン

B1の場合と同様2～6年の各学年において有意の

順相関がみとめられる．相関値の最高は5学年の

0．404，最低は4学年の0，314である．

 以上の相関から胸囲はカbリー，植物性蛋白質

およびビタミン類などのおもな給源である穀類を

はじめ，豆類，緑黄色野菜などの植物性食品を多

く消費する地方，また魚介類の消費が多い地：方に

発育のよいことがみとめられる．
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表W 木倹，新田の研究結果との比較

体  格

食品

対…象地域

難摩1

い  も 類

豆 類

緑黄色野菜
その他の野菜

っ  け  物

果  実  類

海草・乾物類

生  魚  類

乾  魚  類

肉 類

卵 類

牛  乳  類

調味料（みそ類）

嗜好品類（菓子）

発育度（身長）

全 国
（本研究）

十

十 十

静 岡
（木 侯）

十

十

十

十

十

富 山
（新 田）

十 十

十 十

十

十

十 十 1十
十

十 十

十 十

十 十

十

十 十

十 十

十 十

十 十

肥痩度（体重，胸囲）

全国（本研究）

体重陣囲
／！・

lt

）i’

十

十

十

］t

静 岡
（木 挨）

十 十

十

十

十

十

十 十
十

十

富 山
（薪 田）

十

十

十

十

    P 〈O． O／

ノ憤相関     十十

逆相関   一一

O．Ol〈p〈O． 05

  十

         考  察

 以上の結果を木侯6｝，新田8）がそれぞれ静岡地

方，富山地方について研究した結果と比較すると

i表IVのごとくなる．

 身長（木侯，新田では発育度）に関してみると

表Nの3者とも肉卵乳類が有意の正の相関を示し

ている．このように肉卵乳類が3者いずれの研究

においても正の要因としてあらわれていること，

また井本11），吉川12）らの臨床医学的な研究，近藤

・加藤2），山田・東郷3）らの給食に関する研究か

らも動物性蛋白質は身長の発育に関係しているこ

とが明らかである．本研究で身長と動物性蛋白質

との相関が有意にあらわれなかったのは，町村部

における動物性蛋白質はその給源のおよそ47sを

魚介類に依存しており（全国農民1入1日当り摂

取：量：は魚介類によるi蛋白質9．289，肉感乳類によ

る蛋白質2．679．一農民栄養調査），その魚介類を

多く消費する漁村学童の身長発育がそれほどよく

ないためと思われる．肉二六類以外に本研究では

嗜好品類が身長と正の相関を示すが，これは肉卵

乳類とともに都市近郊あるいは所得の高い地方で

多く消費されているものである13）．身長に負の要

因としてあらわれたのは，表Wの3研究ではいも

類および調味料，その二本研究では表1にみられ

るように食塩であり，これらの消費量はいずれも

山村や低所得の地方に多い。

 表Wにおいて体重および胸囲の相関を此較する

ことは，静岡地：方，富山地方の研究が体重と胸囲

を区別せず肥三度としてあづかっているため困難

である，しかし米飯は3研究ともに体重・胸囲と

有意の正の相関にあるものとみられる．本研究で

は体重に正の要因としてあらわれたのは穀類のほ
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か魚介類などであり，これらはそれぞれ平坦地純

農村，漁村においての消費量が多い．1

 また胸囲との相関をみると，本研究で有意の正

の相関を示すのは，農村で多く消費される穀類，

山村に多い豆類，緑黄色野菜および漁村に多い魚

介類，海草などである。

 日本の農家は一般に食糧の大半を自家生産物に

依存している14）ので，地方により摂取食品に差の

あることは当然考えられるが，以上opように学童

の各体位と有意の相関を示した食品群，栄養素の

摂取量にも生活環境による地域差がみられる．ま

た栄養もそれぞれ盟独に作用するのでなく，相互．

に関連して作用するものであ．るから，本研究でみ

られた相関関係も各体位と食品群あるいは栄養素

そのものとの相関というよりは，都市近郊，農，

山，漁村における全体としての食生活，すなわち

身長，体重，胸囲などの発育を促進させる食品ま

たは栄養を多量にとることができる，あるいは片

寄ってとらざるをえない食生活がその：地方の学童

の体位に反映していることを示すものと思われ

る．しかし，もちろん気候，産業構造などその他

の環境要因が体位に影響しているであろうことも

無視することはできない．環境要因による学童の

体位については，たとえば，都市の児童は肥育に

優れて巾育に劣り，農村および漁村の児童は概し

て体重に優れ，また山村の児童は長育が悪く巾育

に優れていることなど，渡辺15），城山・城山16），

加藤7）その他多くの研究にみられる．

       総括および結論

 町村部給食不実施校の小学校1～6学年（6才

～11才）男子の身長，体重，胸囲と食品群，動・

植物性別食品ならびに総食品の消費数量および摂

取栄養量との都道府県別順位相関を算出し，次の

結果をえた．

 1．身長について

 1） 食品群別にみると身長は嗜好品類，肉卵乳

類の消費の多い地方に大きく，いも類，豆類およ

び調味料を多く消費する地方に小さい傾向があ
る．

 2）総含的な食品からみた場合，身長は動物性

食品を多く消費する地方に大きいように思われ
る．

 3）栄養素の面では殆んど関係がみられなかっ

たが，ただ食塩を多量に摂取する地方に身長の小

なることがみとめられる．

 L体重について
 1）各食品群との関係では，体重は穀類，魚介

類の消費数量の多い地方に大きく，いも類，調春

心を多く消費する地方に小さい傾向がある．

 2）総合的な食品からみると，体重は動物性食

品を多量に消費する地方に大きいように思われ
る．

 3）栄養素に関しては，体重はカロリー，動物

性蛋白質，全蛋白質およびビタミンB2の摂取量

の多い地方に大きい傾向がみられる．

 皿．胸囲について

 1）食品群別にみた場合，胸囲は穀類，豆類，

緑黄色野菜，海草および乾物類，魚介類などを多

く消費する地方に大きい傾向がみとめられる．

 2）総合的な食品からみた場合，胸囲はすべて

の食品を総合した総食品消費量の多い地方に発育

のよいことがみられる．

 3）栄養素に関してみると，胸囲はカロリー，

植物性蛋白質，全蛋白質，脂質ならびにビタミン

A・B1・B2などの摂取量の多い地方に大きい傾

向がみられる．

 N まとめ

 各体位と各食品ならびに栄養素との間にみられ

た相関は，栄養と体位との直接の関係を示したも

のと考えるよりは，都市近郊，農，山，漁村とい

う食生活をはじめ，総括的な環境要因と学童の体

位との関係を反映したものと考えるのが妥当であ

ろう．

 おわりに，終始ご懇切にご指導，ご校閲下さいまし

た吉岡博入教授， 諸岡妙子助教授ならびに甕君代講師

に謹んで御礼申し上げます， また資料を提供して下さ

いました農林省農林経済局統計調査部経済調査課の方

々に心から感謝いたします．

 本論文は第17回日本公衆衛生学会において発表し
た．
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